
ごみを考える会(定例会) 議事録  2013 年 10 月 19 日(土) 9 時 30 分～ 

青葉台まちづくりセンターにて 

(参加者:時田、熊谷、小松、金田、梅原、小野(房)、小野(ゆ)、石倉、木戸、石井、杉田、佐野、藤本) 

 

・初めに：熊谷会長から、 

① 10 月 10 日、エコづくりの会の一部のメンバーが集まって、9 月定例会で、提出して戴いた、「各

事業計画書の提案」の内容を煮詰めた。 

 

1. リサイクルプラザのプログラムの検討 →詳しくは、会議時配布された資料を参照 

☆くるくるリユース 

 ・「対象と定員」の項 

① 富士市主催のイベント ②富士市各事業所 ③富士市内町内会 ➃その他 とする。 

   ・「内容と進め方」の項 

     3 番目の項目を 2 番目に持つて来る。 

 

  ☆どきどきトライ「裂き織り」 

 

  ☆どきどきトライ「手すき和紙作り」 

   ・初めは「牛乳パックを使った再生紙づくり」でスタート。用途は、ハガキ等に使える。 

 

  ☆ふむふむライブラリー（提案者不在） 

   ・環境に関するものに特化し、新しいものを常時取り入れてゆく。 

   ・絵本みたいな物、子供向けも、取り込む。 

   ・「ねらい」の項→頭に「環境に関する」を持ってくる。 

   ・「内容と進め方」の項→「場所…」の項とダブルものは、削除する。 

 

  ☆どきどきトライ「染め物」 

   ・乾燥方法に工夫が必要 

   ・リサイクル衣料で、染め物に使える物をキープする。(天然繊維…綿、ウール、絹、麻、など) 

   ・染料も、天然の物に絞る。 

   ・洗濯時、色落ち、色移りがするので、注意を喚起する。 

 

  ☆どきどきトライ「和凧づくり」 

   ・場所は、１階が望ましい。 

   ・作業台は、安全性の面から、窓際に固定。 

   ・床暖房が望ましい。 

   ・作業する部屋は三ついる。 

   ・ぴかぴかグッズ等と、共同に使える様に、工夫する。 

   ・個人で行うスペースと、実演するスペースは、分ける。 

   ・共同で使える場所は、「月水金」「火木土」等と、事業の講座を分ける。 



   ・機材を中心に、部屋の設計が必要。(要望をまとめ、市で、設計の専門家に依頼したら…) 

 

  ☆わくわくスタディ 

    

  ☆どきどきトライ「古着のリメイク・手芸」 

   ・「所要時間」の項→①短時間のものと ②長時間・定期的なもの の二種類が必要。 

     長時間のものは、販売出来る様な物を考えたい。 

   ・「設備・備品」の項→備品を収納する、「くくり付け棚」が必要。 

   ・「運営・進行」の項→「内容と進め方」に変更。 

   ・「運営・進行」の項→ボランティア、スタッフ を記載。 

 

  ☆にこにこサークル 

   ・屋外のツリーハウス。→第一小学校に作ってある。見ておきたい。 

 

  ☆ようこそエコシティーへ 

   ・和久田さんがいる時に検討。 

 

  その他 

   ・エコネット福岡の場合→ボランティアが、自ら作り売っている。 売上高 11､000､000 円 

   ボランティアに対する経費が一律で、課題がありそう。 

   ・京・エコロジーの場合→見て学ぶが、主眼。 

 

２.京・エコロジーセンター見学(役割) 

  ・11 月 9 日午前１０時～フィランセでの、発表担当者を確認。 詳しくは、会議資料を参照。 

   「フェア、イベント…」の項→遠藤香代子 

   「環境保全…」の項→杉田弘子 

   「情報発信…」の項→増田暁美 

   「総務」の項→梅原、石倉 

   プロジェクター資料は３～５枚にまとめ、一人５分で発表。   

  ・見学時(13 時～17 時)、質問する項目を、事前に連絡して、時間を有効に使う。 

  ・現在 39 名。後 5 名枠がある。経費がギリギリ。勧誘をお願いします。 

  ・ホテルでの追加分は、各自負担。 

  ・詳しい内容は、バスの中で説明する。 

 

３.青葉台文化祭 

 

４.福祉まつり 

   ７時３０分集合 セッティング 

   来れる時間で参加を！ 

以上 


